












Actual Conditions and Changes in the Use of Double Notation in 
Lyrics: In the First Decade after the Birth of "J-POP" 








示すという二重表記も存在している。そこで，本稿は 1990 年から 1999 年まで各年度オリ
コン年間ランキングトップ 50 入りの楽曲の歌詞を調査し，この 10 年間において歌詞にお
ける二重表記の使用実態と変化を考察した。その結果，二重表記が使用されている曲は調査
曲数のうち約 20%を占めており，これらの 20%の曲において，二重表記は一曲あたりに 2
回の出現頻度で使用されることが判明した。二重表記の出現率は 1990 年から増加し，1993













【出典】「It's Only Love」(1994) 福山雅治(福山雅治作詞) 
(2) 優しさに触れる瞬間(トキ)が 幸せへ導いてゆく









































RQ1:1989〜1999 年の約 10 年間において，J-POP の歌詞における二重表記の使用頻度は
どのように変化しているか。 
































   が存在しない。 
2)副表記にあたるものを常用漢字表と「大辞林」で調べると，主表記にあたる文字表 

























した。その結果，合計 574 曲2の中の 113 曲において二重表記が使用されていることを確認




表 1 は 1989〜1999 年の約 10 年間各年度上位 50位の曲において，歌詞に二重表記が使用
されている曲を年度別に集計したものを示した。ここで，二重表記の出現率とは，その一年
の調査曲数(本調査の場合は 50 曲)における二重表記が使用されている曲の割合のことであ
る。表 1 でわかるように，この 11 年間の調査曲において，歌詞に二重表記が使用されてい
る曲が全体のうち 19.7%の割合を占めている。 
表 1 にある太字で表示されているように，二重表記の延べ例数，歌詞に二重表記がある曲
数，二重表記の出現率の 3 つの指標から見ると，最大値と最小値がそれぞれ 1993 年，1990
年である。二重表記が使用されている曲については，一曲あたりの二重表記の出現回数の平
均的な最大値が 1995 年における 2.73 回/曲であり，最小値が 1998 年における 1.18 回/曲で
あることが見られた。 
 
表 1 1989〜1999 年の調査曲における二重表記の使用概観 
発売年 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 総計 
延べ 
例数 










18.8% 5.8% 24.0% 18.9% 35.3% 23.6% 21.6% 25.0% 11.5% 20.8% 12.3% 19.7% 
調査曲
数(A) 
48 52 50 53 51 55 51 52 52 53 57 574 
二重表記のある曲における一曲あたりの出現回数について 
平均値 2.00 2.00 2.42 2.10 2.28 2.23 2.73 2.54 2.17 1.18 2.00 2.19 
標準偏
差 
0.82 0.82 3.09 1.22 1.41 1.42 1.71 3.62 1.67 0.39 1.60  1.98 
中央値 2 2 1 2 2 2 2 1 1 1 1 1 
 
2具体的に，1989 年〜1999 年の各年度オリコン・リサーチ株式会社により提供されたオリコン年間 CD シ
ングル売り上げランキングから，演歌や歌詞のない器楽曲，洋楽などを除外し，J-POP とみなされる楽
曲の歌詞を調査した。なお，両 A 面 CD シングルや複数のメイン曲入りの場合はすべてのメイン曲を調









ため，図 1 と図 2 にある点線で示すように，隣接する 2 年間の移動平均を計算した。その
結果，調査資料の起点である 1989 年と 1990 年から，二重表記の延べ例数と出現率は増加
し，1993 年と 1994 年の間で最大となり，その後減少する傾向が観察された。 
 
図 2 出現率の年度別推移 
 





























































なり，11 年間における最小値の 1.18 回/曲は 1998 年に出現したが，その次は 1989，1990，
1999 年における 2 回/曲である。同様に，最大値も 1993 年のではなく，1995 年における 2.83
回/曲である。このように，歌詞に二重表記のある曲において，年度別に大きい変化は見ら
れないが，一曲あたりの二重表記の出現回数は 2 回で安定していることが観察された。ただ
し，1990 年代の半ばである 1995 年，1996 年では，一曲あたりの出現回数が 2.73 回/曲とい
う最大値に達したが，その後緩やかに減少し，2 回/曲の平均値に戻ったことも確認された。 
また，図 4 にまとめた，各年度の一曲あたりの出現回数の平均と分散を見てみると，図 3







このように，1989 年から 1999 年までの約 10 年間においては，J-POP の歌詞に二重表記









字の使用状況を年度別に集計した結果，図 5〜10 のように集計した。 
まず，主表記の形態論的変化を分析する。図 5 で示すように，品詞の観点から見ると，
 











89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 




1989〜1990 年と 1998〜1999 年の調査資料の首尾において，主表記の品詞は名詞のみが観察
された。その間に挟んだ 1991 年から 1997 年までの間では，主表記の品詞は 2 つ以上であ
るが，名詞の使用が 80%以上を占めている。そのうちの 1992 年，1994 年，1995 年におい
て，名詞以外に，代名詞や動詞，形状詞などそれぞれ 3種の品詞が使用されている。 
 










【出典】「For the moment」(1997) Every Little Thing（五十嵐充作詞） 
 
図 6 各年度における主表記の語種の割合  図 7 各年度における主表記の文字種の割合 
 
続いて図 7 で示すように，文字種の観点から見ると，大多数の年度において，漢字だけが







1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999































































際に調べると，1991 年では，漢字と数字の組み合わせとアルファベットの使用が延べ 6 例，
1999 年では，漢字とひらがなの組み合わせが延べ 1 例あることがわかった。 
このように，1989〜1999 年の約 10 年間において，形態論的にみると，主表記における品
詞，語種，文字種の変化は明確に見られなかったため，固定化している傾向があると考えら









80%以上を占めており，圧倒的に多いことがわかった。そのなか，1990 年と 1999 年では，
副表記の品詞は名詞のみである。ただ，90 年代半ばである 1994 年をみると，動詞などの使
用が増加し，名詞の割合が全体のうち 69%に落ちている。また，二重表記の使用が最大値と
なる 1993 年では，副表記の品詞が名詞のほか，動詞，形状詞，形容詞，代名詞＋助詞の 5
種も観察された。 
 
図 8 各年度における副表記の品詞の割合 
 
図 9 各年度における副表記の語種の割合   図 10 各年度における副表記の文字の割合 
 







1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999






























































語，外来語を基本とし，各年度に 2種以上の語種が観察された。とくに，1991 年と 1996 年
では，副表記における語種は和語，外来語，漢語が出現した上に，それぞれ記号，混種語の
使用が見られた。1991 年において，外来語の使用は最大の 38%となるが，それ以外は 10%
の割合で使用されている。 
また，図 10 で示すように，文字種の観点から見ると，副表記がひらがなとカタカナの 2
つしか見られないが，1991 年，1996 年，1998 年では，カタカナの使用は 30%以上占めてお
り，1991 年では最大の 48%となる。それに対し，副表記がひらがなである場合は最低でも
50%以上を占めている。 










べ 2 回以上出現していることにより，その年の集計結果への影響があると考えられる。 
 






























表 2 主表記と副表記の品詞構成の関係 
 
名詞 動詞 形容詞 形状詞 記号 代名詞＋助詞 指示詞＋名詞 総計 
名詞 209 
(84%) 
13 4 2 0 2 1 231 
(94%) 
記号 1 0 0 0 3 0 0 4 
形容詞 0 0 4 0 0 0 0 4 
形状詞 1 0 0 2 0 0 0 3 
代名詞 2 0 0 0 0 0 0 2 
動詞 0 2 0 0 0 0 0 2 
副詞 1 0 0 0 0 0 0 1 
総計 214 
(87%) 
15 8 4 3 2 1 247 
 
表 3 主表記と副表記の語種構成の関係 
 
外来語 漢語 記号 混種語 和語 総計 
漢語 24(10%) 7 0 2 167(68%) 200(81%) 
記号 2 0 3 0 1 6 
固有語 0 0 0 0 4 4 
混種語 2 0 0 0 2 4 
和語 2 1 0 0 30(12%) 33 
総計 30 8 3 2 204(83%) 247 
 
表 4 主表記と副表記の文字種構成の関係 
 
カタカナ ひらがな 総計 
アルファベット 3 0 3 
漢字 38(15%) 202(82%) 240(97%) 
漢字＋ひらがな 0 1 1 
数字＋漢字 3 0 3 
























本研究は J-POP という概念が誕生した後 1989 年から 1999 年までの約 10 年間において，
各年度オリコン年間ランキング上位 50位にある J-POP 楽曲の歌詞から，抽出した二重表記
の実例を形態素解析し，二重表記の品詞，語種，文字種の構成について，時間的変化と共時
的特徴を調査した。本稿で明らかにした結果を以下のようにまとめた。 
①J-POP の歌詞における二重表記の使用頻度については，以下の 2点が挙げられる。 
まず，歌詞における二重表記の延べ例数と出現率は 1989 年から増加し，1993 年と 1994
年の間で最大となり，その後減少する傾向がある。 
次に，二重表記が使用されている曲は調査曲数のうち約 20%を占めており，これらの 20%
の曲において，二重表記は一曲あたりに 2 回の頻度で安定して出現している。 
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